
　
令
和
４
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、 

10
月
に
開
か
れ
た
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

で
は
、 

前
年
度
比
で
歳
入
は
０・８
％
の
減
、 

歳
出
は
０・６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
、 

こ
の
１
年
間
で
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
使
わ
れ
た
の
か
、 

一
般
会
計
を
中
心
に
、 

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
合
計

３
１
２
億
８
９
２
７
万
円

決
算
報
告

令和
４年度

問  

財
政
課
☎
内
線
１
２
２
１

　令和4年度は、2040年度を基本構想期間とした「牛久市第4次
総合計画基本構想」に基づき、福祉・教育・産業振興・防犯・環境
など異なる分野間の効果的な連携を図り、出産・子育て・教育・就
業支援など多種多様なニーズに対し、さらなる充実に努めました。

すべての人が生き生きとした人生を送るまち

来来を拓き、
地域を担う人が

育つまち

●�
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援�

拠
点
を
設
置
す
る

７
５
１
万
６
千
円

担
当
／
保
健
福
祉
部

　

子
ど
も
と
そ
の
家
庭
お
よ
び

妊
産
婦
等
を
対
象
に
、子
ど
も
に

関
す
る
相
談
全
般
か
ら
専
門
的

な
相
談
対
応
お
よ
び
継
続
的
な

支
援
を
行
う
機
能
を
担
う
拠
点

を
、保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

母
子
保
健
の
相
談
機
関
で
あ

る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー「
す
ま
い
る
」と
の
連
携
強

化
を
推
進
し
、
包
括
的
な
支
援
体

制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●�

民
間
保
育
園
の

　
運
営
を
支
援
す
る

19
億
９
７
９
６
万
６
千
円

担
当
／
保
健
福
祉
部

　
民
間
保
育
園
の
運
営
、
建
設
に

対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
令
和
元
年
度
か
ら
、民
間
保
育

園
の
保
育
士
等
処
遇
改
善
事
業

補
助
金
を
短
時
間
保
育
士
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。

●�
予
防
接
種
を
実
施
す
る

１
億
７
５
５
６
万
４
千
円

担
当
／
保
健
福
祉
部

　

予
防
接
種
法
に
定
め
る
定
期

接
種
に
加
え
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ

ク
チ
ン
な
ど
任
意
の
予
防
接
種

へ
の
助
成
を
実
施
。
令
和
３
年
度

か
ら
は
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種

へ
の
助
成
も

行
っ
て
い

ま
す
。

●�

介
護
予
防
と
保
健
事
業

を
一
体
的
に
実
施
す
る

14
万
２
千
円

担
当
／
保
健
福
祉
部

　
保
健
・
医
療
・
介
護
分
野
で
連

携
し
、糖
尿
病
予
防
に
つ
い
て
は

75
歳
以
上
も
含
め
る
よ
う
対
象

を
拡
大
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い

て
は
対
象
学
校
区
を
拡
大
し
実

施
し
ま
し
た
。高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
に
寄
与
し
、
医
療
・
介
護
の

抑
制
や
、健
康
的
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

●�

お
く
の
義
務
教
育
学
校
で
特
色
あ
る�

教
育
活
動
を
推
進
す
る

４
４
７
万
８
千
円

●�

お
く
の
義
務
教
育
学
校
一
体
型
校
舎�

を
建
設
す
る

６
４
７
０
万
円

担
当
／
教
育
委
員
会

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
進
む
奥

野
地
区
で
令
和
２
年
４
月
に
開
校

し
た
お
く
の
義
務
教
育
学
校
に
お

い
て
、
国
際
理
解
教
育
の
充
実
や

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、既
存
校
舎
を
一
体
型
校
舎
と
し
て
整
備

す
る
た
め
に
令
和
３
年
度
～
４
年
度
に
か
け

て
建
物
の
基
本
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

小
中
学
校
空
調
更
新
事
業

３
億
３
４
５
９
万
８
千
円

担
当
／
教
育
委
員
会

　

老
朽
化
が
進
む
小
中
学
校
の
空
調
の
更

新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
施
設
の
更
新
計

画
に
基
づ
き
、
順
次
、
空
調
設
備
の
更
新
工

事
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新校舎予定図新校舎予定図
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魅力ある
「しごと」と
にぎわいが
生まれるまち

みんなの創意工夫で
未来をつくるまち

多様な世代が安心快適に
住み続けられるまち

豊かな自然を守り育てる
優しさのあるまち

●�

牛
久
市
観
光
協
会
を

　
支
援
す
る

１
１
５
７
万
６
千
円

担
当
／
環
境
経
済
部

　

観
光
情
報
の
発
信
や
観
光

資
源
の
活
用
の
た
め
、
牛
久
市

観
光
協
会
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
６
月
に
エ
ス
カ
ー
ド

牛
久
ビ
ル
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し

た
牛
久
市
観
光
物
産
館「
い
ば

ら
き
自
慢
」の
運
営
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

●�

牛
久
市
商
工
会
の

　
運
営
を
助
成
す
る

２
４
３
４
万
円

担
当
／
環
境
経
済
部

　
商
工
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
４
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
市

内
事
業
者
支
援
と
し
て
実
施
し

た
、ク
ー
ポ
ン
付
き
チ
ラ
シ「
う

し
く
グ
ル
グ
ル
大
作
戦
」の
発

行
へ
の
助
成
も
行
い
ま
し
た
。

●�

行
政
区
集
会
施
設
の

　
整
備
や
管
理
に

　
対
す
る
助
成
を
す
る

２
３
０
４
万
３
千
円

担
当
／
市
民
部

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
な
る
集
会
施
設
の
整
備
・
管

理
に
か
か
る
経
費
の
助
成
を
行
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
と
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
、
東
岡
見
行
政
区
集
会
所
の

新
築
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
行
政
区

集
会
所
の
修
理
等
経
費
の
補
助
を

行
い
ま
し
た
。

●�

リ
フ
レ
を
維
持
管
理
す
る

９
０
８
５
万
６
千
円

担
当
／
総
務
部

　

よ
り
身
近
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
ひ
た

ち
野
う
し
く
駅
前
に
あ
る
ひ
た
ち

野
リ
フ
レ
ビ
ル
２
階
に
、「
ひ
た
ち
野

リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
市
民
窓
口
」を
開
設

し
、
令
和
5
年
２
月
よ
り
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
各
種
証
明
書
の
発
行
や

異
動
に
伴
う
各
種
手
続
き
等
の
業
務

を
行
い
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
パ

ス
ポ
ー
ト
の
交
付

も
取
り
扱
い
ま
す
。

●�

地
球
温
暖
化
対
策
を

　
推
進
す
る

２
５
７
万
円

担
当
／
環
境
経
済
部

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。令
和
３
年
度
よ
り
住
宅
用
環

境
配
慮
型
設
備
導
入
補
助
金
を

見
直
し
、家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
定
置
用
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
設
備

設
置
に
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

行政が市民に
信頼されているまち

●�

ふ
る
さ
と
寄
附
に
対
し

　
特
産
品
を
返
礼
す
る

２
億
５
６
７
５
万
８
千
円

担
当
／
市
長
公
室

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

り
、
牛
久
市
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
寄
附
者
を
募
っ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
、
魅
力
的

な
返
礼
品
や
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
拡
充
を
図
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
５
億
１
３
０
２
万
２
千
円

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
金
は
、
ご
指
定
い
た
だ
い

た
各
種
施
策
・
事
業
の
貴
重
な

財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

●�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
運
行
を
管
理
す
る

７
９
７
０
万
９
千
円

●�

デ
マ
ン
ド
型
公
共
交
通

　
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

３
９
８
５
万
９
千
円

担
当
／
経
営
企
画
部

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
っ
ぱ
号
、デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
。
高
齢
者
や

運
転
免
許
を
持
た
な
い
交
通
弱
者
等
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交

通
不
便
地
域
の
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●�

都
市
計
画
を
適
正
に
管
理
す
る

４
８
０
５
万
５
千
円

担
当
／
建
設
部

　
ひ
た
ち
野
地
区
に
お
け
る
宅
地
需
要
に

応
え
る
た
め
、将
来
的
に
市
街
化
区
域
の

拡
大
が
見
込
め
る
エ
リ
ア
に
て
、組
合
施
行�

に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
前
年
度
に
引
き

続
き
、
都
市
計
画
決
定
図
書
作
成
、
関
係

機
関
と
の
協
議
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

●�
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

７
３
２
万
円

担
当
／
市
民
部

　
牛
久
警
察
署
と
協
議
の
上
、主
要
交
差
点

等
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
を
実
施
。令

和
4
年
度
は
、下
根
東
交
差
点
に
街
頭
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
加
え
て
既
存
の
防
犯
カ

メ
ラ
６
基
を
更
新
し
ま
し
た
。

決
算
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

3 広報うしく 2023年12月1日号3



歳入 332億6,300万円
前年度に比べ2億8,500万円、0.8％減少しました。

歳出 312億8,900万円
前年度に比べ1億9,400万円、0.6％増加しました。

　令和4年度決算は、歳入については市債が減額となったことなどにより、昨年度より減額となりました。一方で歳出に�
ついては、住宅用LED照明等買替費用助成や公共施設電気料などによる物件費の増額により、昨年度より増額となりました。
＜牛久市は、深刻な財政危機には至っていない状況です＞
　牛久市の借金である市債残高は、令和4年度末は前年度比で10億5千万円減少しています。
　歳入で一番大きな割合を占める市税については、新型コロナウイルス感染症の影響が拡大する以前までは堅調に伸びて
いましたが、令和2年度からは新型コロナウイルス感染症の影響により、減少傾向となっています。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額4億8,600
万円は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整
額2,600万円、過年度分損益勘定留保資金9,800万円および
当年度分損益勘定留保資金3億6,300万円で補てんしました。

歳入
332.6億

円

市税
121億1500万円
（36.4％）

国県支出金
81億7800万円
（24.6％）

市債
14億1800万円
（4.3％）

譲与税・交付金
26億200万円
（7.8％）

地方交付税
30億9200万円
（9.3％）

分担金・負担金
2億300万円（0.6％）

使用料・手数料
3億1700万円
（1.0％） その他

53億3800万円
（16.0％）

歳出

312.9億
円

（目的別）

民生費
110億4500万円
（35.3％）

教育費
43億4400万円
（13.9％）

総務費
46億5000万円
（14.9％）

衛生費
33億円
（10.5％）

土木費
24億5100万円
（7.8％）

消防費
11億2200万円
（3.6％）

公債費
26億4500万円
（8.5％）

その他
17億3200万円
（5.5％）

歳出

312.9億
円

（性質別）

人件費
41億9100万円
（13.4％）

扶助費
74億4600万円
（23.8％）

公債費
26億4500万円
（8.5％） 物件費

63億5200万円
（20.3％）

繰出金
23億7000万円
（7.6％）

補助費等
33億8600万円
（10.8％）

投資的経費
21億4100万円
（6.8％）

その他
27億5800万円
（8.8％）

●特別会計●企業会計
会 計 名 歳 入 総 額 歳 出 総 額

国民健康保険
事業 74億9,700万円 74億9,600万円

青果市場事業 1,600万円 1,600万円

介護保険事業 59億8,600万円 58億5,500万円

後期高齢者医
療事業 21億9,300万円 21億9,300万円

会 計 名 収益的収入および支出

下水道事業

収 入 支 出

16億5,800万円 15億4,300万円
資本的収入および支出

収 入 支 出

7億3,700万円 12億300万円

　市民一人当たりが負担したお金（市税）
144,033円（昨年度144,326円）
※市税総額÷住基人口（令和5年3月31日時点）

371,991円（昨年度368,091円）
※歳出総額÷住基人口（令和5年3月31日時点）

市民一人当たりに使われたお金

民生費131,313円／総務費55,280円／教育費51,650円／衛生費39,228円／土木費29,144円／消防費13,341円／公債費31,446円

市民一人当たりの
歳出内訳（一般会計）

●�

物
価
高
騰
に
対
す
る

　
各
種
事
業
者
の
運
営
を

　
支
援
す
る８

９
４
９
万
円

担
当
／
環
境
経
済
部
、

保
健
福
祉
部
、教
育
委
員
会

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
る
各
種
事
業
者
に
対
し
、

事
業
継
続
支
援
と
し
て
、
国
の

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
物
価

高
騰
対
策
補
助
金
を
交
付
し
ま

し
た
。

●�

住
宅
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の�

買
替
費
用
を
助
成
す
る

２
億
１
４
８
６
万
９
千
円

担
当
／
環
境
経
済
部

　
電
力
の
価
格
高
騰
に
よ
る
住

民
の
負
担
増
を
踏
ま
え
、
一
世

帯
に
あ
た
り
２
万
円
を
上
限
に
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
設
置
・
購
入

に
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を

交
付
し
ま
し
た
。

決算報告令和
４年度
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